
皆様こんにちは、ヨコレイひまわり発電所です。

危険な暑さが続いています。万全の対策を行い熱中症

を予防しましょう。

それでは今月も、ひまわり通信にお付き合いください。

水インフラ未利用空間の再エネ活用

浄水場や下水処理施設、ダムなどの上部の「使われていない空きスペース」を活用し、太陽光をはじめとする

クリーンな電気をつくる実証実験が、全国各地で本格的に進められています。

あまり知られていませんが、日本の上下水道事業が消費する電力は国内の年間消費電力の約1.5%を占めてお

り、自治体にとって頭の痛い電力消費施設となっています。そのため、今後の電気料金の高騰に備え事業経営

を安定させる観点からも、自らの施設で電気をつくって賄う「地産地消」の取り組みが急ピッチで推進されて

います。こうした流れを受け、環境省は「水インフラの空間ポテンシャル活用型再エネ技術実証事業」を立ち

上げ、下水処理場の水処理池上部、配水池の屋根、農業用水路の上部、ダムの水面といった膨大な「未利用空

間」の活用を強力に後押ししています。特に水上に太陽光パネルを設置する手法は、日光を遮ることで水藻の

発生を抑えられるほか、水による冷却効果でパネルの温度上昇が防げ、夏場に起きやすい発電効率の低下を抑

制できるといった副次的なシナジー（相乗効果）も期待されています。京都市にある下水処理場での実証実験

では、下水から発生する腐食性ガス（硫化水素）による劣化対策や、建築物の耐荷重制限をクリアするため、

薄く軽量で柔軟に曲げられる次世代型「ペロブスカイト太陽電池」の適性が検証されています。さらに、大雨

や放流で水位変動が発生するダム貯水池においても、強風や波浪に耐える水上太陽光発電の検証が行われるな

ど、単なるアイデア段階を超えた実用化への取り組みが着実に進行中です。

一方で、全国的な本格普及を実現するためには克服すべき課題も存在します。水処理機能の日常的な維持管理

や重機を用いた設備点検を妨げない構造

の工夫はもちろん、台風・積雪などの厳

しい自然環境に対する十分な耐久性の確

保、そして特殊な施工に伴う初期投資コ

ストの削減などが求められます。森林伐

採を伴う従来の太陽光発電設備開発に対

して厳しい視線が注がれる中、既存の公

的インフラが持つ未利用空間を安全かつ

高密度に活用する「水インフラ×再エネ」

の枠組みは、地域の脱炭素化と自治体事

業の基盤強化を両立させる切り札として、

今後の標準化と一層の展開が強く期待さ

れています。



ヨコレイ太陽光発電 6月の発電量

1170. 0 kWh

■横浜市の天気概況 <気象庁HPより>

日 照 時 間：108. 7 時間（先月：237. 0 時間）

平均最高気温： 25. 3 ℃  （先月： 25. 5 ℃ ）

0120-37-4501
（受付時間 9:00～18:00 土日祝日を除く）

※本紙の配信停止をご希望の方は、ご連絡ください※

(株)ヨコレイ 法人向け太陽光発電

ひまわり発電所
https://yokoray.co.jp/solarenergy/

小学校に交通安全横断幕を寄贈しました

企業の「屋根置き太陽光発電」報告義務化が本格始動

7月8日（水）、近隣中学校の職業体験実施に伴い、

生徒さん二名を受け入れました。座学で空調機の仕組

みを解説した後、業務用空調機の分解作業や、排水桝

の高圧洗浄作業を体験してもらいました。体験を通じ

て、私たちの業界に少しでも興味を抱いてもらえたら

幸いです。

経済産業省は、平地が少なく大型メガソーラーの設置適地が限られる日本において、工場・倉庫・店舗などの

「建築物の屋根」における企業の自家消費型太陽光発電設備の導入を後押ししています。2023年4月施行の

改正省エネ法により、特定事業者（原油換算1,500kL/年以上）には非化石エネルギーへの転換に関する目標

策定と報告が義務付けられました。これに基づき、会社全体の年間エネルギー使用量が原油換算1,500kℓ以

上の特定事業者を対象として、非化石エネルギーへの転換目標や太陽光発電の設置に関する報告が求められて

います。なお、企業による「太陽光発電設備の設置」自体は一律の法的な強制・義務ではありません。構造上

の耐荷重不足や旧耐震基準、日照条件などの客観的・技術的な理由で設置できない場合は、報告書に理由を明

記することで「未設置」によるペナルティの対象になることを避けられます。一方で、目標策定や報告を怠っ

たり、虚偽の報告をした場合には「報告義務違反」として指導・助言や罰則（50万円以下の罰金等）が課され

ることがあります。資金負担を抑える手段として、自社で購入する「自己所有」だけでなく、初期費用ゼロで

屋根空間を貸し出し電力を購入する「PPAモデル（第三者所有モデル）」等の検討も有効な選択肢となります

。

職業体験を受け入れました

当社は社会貢献活動の一環として、プロサッカーチ

ームの横浜FCと共に交通安全を呼び掛ける横断旗を

制作し、保土ケ谷区初音ヶ丘小学校へ寄贈いたしま

した。6月1日（月）の寄贈式当日は、初音ヶ丘小学

校にて児童見守り挨拶活動に参加いたしました。

@yokoray_official
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